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南山教会の納骨堂は、死を迎える人の保護者である

聖ヨセフの名を借りて、 

「ヨセフ館」と名付けられています。 

納骨堂前の献花台とピエタ：十字架から降ろされたキリス
トを抱く聖母マリア  （イルサ・フオン・ライスナー作） 

 親しい人との別れは、誰にとっても悲しいこと
です。しかし、主イエス・キリストは、「わたし
は、復活であり、いのちである。わたしを信じる
者はたとえ死んでも生きる」と教えてくださいま
した。ご自分の息子のご遺体をお受け止めになっ
た聖母マリアのように、別離の悲しみの内にあっ
ても、私たちは、このキリストの言葉に慰めと希
望を見出します。 
 南山教会の納骨堂は、ピエタを初めとする、
様々な方法でこの希望を表明しています。 

ヨセフ館の小聖堂 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

死
を
迎
え
る
人
の
保
護
者
聖
ヨ
セ
フ
、 

臨
終
に
あ
る
す
べ
て
の
人
の
た
め
、 

ま
た
、
私
た
ち
の
た
め
に
よ
い
死
を 

迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
祈
っ
て
く
だ
さ
い
。 

あ
な
た
は
、
聖
な
る
生
活
に
よ
っ
て 

よ
い
死
を
迎
え
、
臨
終
の
時
に
は
、 

イ
エ
ス
と
マ
リ
ア
に
付
き
添
わ
れ
て
、 

深
い
慰
め
を
お
受
け
に
な
り
ま
し
た
。 

ど
う
か
、
私
た
ち
を
不
慮
の
死
か
ら 

守
っ
て
く
だ
さ
い
。 

生
涯
に
わ
た
っ
て
い
つ
も
あ
な
た
に
倣
い
、 

世
俗
的
な
物
事
か
ら
心
を
離
し
、
死
に
備
え
て
、 

日
々
天
に
宝
を
積
む
恵
み
を
取
り
次
い
で
く
だ
さ
い
。 

臨
終
の
時
に
は
、
あ
な
た
と
マ
リ
ア
に
助
け
ら
れ
て
、 

信
仰
、
希
望
、
愛
、
痛
悔
の
心
を
お
こ
し
、 

ふ
さ
わ
し
く
秘
跡
を
受
け
て 

安
ら
か
に
息
を 

引
き
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に 

お
祈
り
く
だ
さ
い
。
ア
ー
メ
ン 

聖ヨセフへの祈り 

 

聖
な
る
父
、
全
能
永
遠
の
神
、 

い
つ
ど
こ
で
も
主
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て 

賛
美
と
感
謝
を
さ
さ
げ
る
こ
と
は
、 

ま
こ
と
に
尊
い
大
切
な
務
め
で
す
。 

キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
私
た
ち
の
復
活
の
希
望
は
輝
き
、 

死
を
悲
し
む
者
も
、 

と
こ
し
え
の
命
の
約
束
に
よ
っ
て
慰
め
ら
れ
ま
す
。 

信
じ
る
者
に
と
っ
て
死
は
滅
び
で
は
な
く
、 

新
た
な
命
へ
の
門
で
あ
り
、 

地
上
の
生
活
を
終
わ
っ
た
後
も
、 

天
に
永
遠
の
す
み
か
が
供
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

神
の
威
光
を
あ
が
め
、
権
能
を
敬
う
す
べ
て
の
天
使
と
と
も
に
、 

私
た
ち
も
、
あ
な
た
の
栄
光
を
終
わ
り
な
く
誉
め
歌
い
ま
す
。 



「
神
の
深
い
あ
わ
れ
み
に
よ
り
、 

夜
明
け
の
太

陽
は
わ
た
し
た
ち
に
臨
み
、 

や
み
と
死
の
陰

に
あ
る
人
を
照
ら
し
、 
わ
た
し
た
ち
の
歩
み

を
平
和
に
導
く
。
」
（
ル
カ
１
・
78-

79
） 

「夜明けの太陽」のイエス・キリスト 
（ホール・青木あづさ作） 

 ステンドグラスは、洗礼者ヨハネの父ザカリアに
よるメシアについての預言の言葉に基づいて作成さ
れました。復活されたイエスを囲む夜明けの太陽の
色である黄、オレンジ、赤の輪は、イエス・キリス
トこそが、預言の「夜明けの太陽」であるというこ
とを表しています。イエス・キリストは、ご自分の
復活によって、「闇」と「死の影」を照らしてくだ
さった、すなわち、罪と死の支配下に生き、欲望や
恐れや絶望感に満たされている人間に復活と永遠の
命の希望を与えてくださったのです。この「闇」と
「死の影」は、イエスの後ろの夜空、ゴルゴタの丘
とお墓が表しています。イエスの足元の地球は、緑
と青、また夜明けの太陽の色に染められています。
それは、「夜明けの太陽」によって生かされて、真
の平和、すなわち永遠に続く父である神との愛の交
わりに導かれている人々の
象徴になっています。横の
雲とイエスの後ろにある十
字架は、イエスが復活に

よって私たちに与
えてくださった希
望を時に曇らせる
日常の悩みや他の
苦痛の象徴です。 



「
わ
た
し
た
ち
は
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト

を
宣
べ
伝
え
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
は

つ
ま
ず
か
せ
る
も
の
、
異
邦
人
に
は
愚
か
な
も
の
で
す

が
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
ろ
う
が
ギ
リ
シ
ア
人
で
あ
ろ
う

が
、
召
さ
れ
た
者
に
は
、
神
の
力
、
神
の
知
恵
で
あ
る

キ
リ
ス
ト
を
宣
べ
伝
え
て
い
る
の
で
す
。
神
の
愚
か
さ

は
人
よ
り
も
賢
く
、
神
の
弱
さ
は
人
よ
り
も
強
い
か
ら

で
す
。
」
（
コ
リ
１
・
23-

25
） 

復活の十字架（納骨室の祭壇・小澤順一作） 

 枯れた木のイメージの十字架は、罪とその結果

である死を表しています。十字架の裂け目の中に

見られる緑色のぶどうは、キリストの死がもたら

した命を表現しています。十字架のもとに生えて

いる麦は、「一粒の麦の死」がもたらした実りを

表しています。中央の光は、罪と死に対するキリ

ストの勝利とその栄光を表明しています。 

納骨室 



www.nanzankyokai.net 

 

   
  

  
 

事務時間:  
月曜日から木曜日まで： ９時〜12時30分 

               13時30分〜17時 

金曜日と土曜日：    ９時〜18時 

日曜日：    ９時〜17時 

☆ 祝日は休みです ☆ 

● 納骨堂の申込み 

 カトリック南山教会納骨堂の使用をご希望され

る方は、「カトリック南山教会納骨堂管理運営･使

用規程（抜粋）」をよくご理解の上、お申し込み

くださいますようお願いいたします。 

 「納骨堂管理・運営規定」（抜粋）及び「納骨

堂使用申込み用紙」は、南山教会ウェブサイトか

らダウンロードできます。また、郵送をご希望の

方は、カトリック南山教会事務所までご連絡くだ

さい。  

 お申し込みの方は、『カトリック南山教会納骨

堂使用申込書』に必要事項を記入の上、カトリッ

ク南山教会事務所に提出してください。 

 

 

www.nanzankyokai.net 

カトリック南山教会

〒466-0835 名古屋市昭和区南山町１ 
Tel: 052-831-9131 Fax: 052-836-2253
E-mail: jimu.nan9131@gmail.com


